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地域の動き        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
が必要でした。このため、最初に道路工事が発注され

るのと同時に関係工事連絡協議会を組織し、概ね毎月

１回のペースで関係者が集まって工程等の状況報告や

意見交換を行い、輻輳する工事をなるべく円滑に進め

るよう努めました。 

(3)軟弱地盤への対応 

現地は大変な軟弱地盤であったため、構造物基礎の

地盤改良として大掛かりな設備（プラント等）を必要

とする中層混合改良を実施しましたが、徹底した施工

管理によりトラブルなく施工できました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

(4)新駅開業までにアクセス道路を完成！ 

 前述のとおり多くの課題があることから、新駅開業

までの道路完成が危ぶまれましたが、関係工事連絡協

議会の代表となった道路改良工事の現場代理人が多岐

にわたる関連工事の工程調整等を積極的かつ献身的に

行い、関係者がワンチームになったことで、余裕をも

って開業前に工事を完成させることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．新富山口駅の開業！

新富山口駅の開業日には、あいの風とやま鉄道株式

会社主催の開業記念式典が、午前８時 30分より駅舎周

辺で開催され、知事、富山市長、県選出国会議員らが

参加し、テープカットなどが行われました。 

 晴天に映える雄大な立山連峰を背景に、記念式典の

参加者達が完成した富山新駅停車場線を通り式典会場

に来る状況を見て、道路の完成が開業に間に合い本当

に良かったと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに

新富山口駅という名称は、富山駅からほど近く新駅

周辺で新しいまちづくりが展開されることから、富山

市中心市街地への新しい玄関口（ゲートウェイ）とし

て、新駅とその周辺が益々発展することを期待すると

いう意味があり、今回整備した都市計画道路富山新駅

停車場線は、新しい街の発展に寄与することが期待さ

れています。 

最後になりましたが、本事業にご協力いただいた地

元及び関係者の方々、施工業者の方々など事業関係者

の皆様にこの場を借りて深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

●問い合わせ先 

富山県富山土木センター 

工務第三課都市計画班 

 TEL(076)444-4455 

中層混合改良の設備 中層混合改良の実施状況 

ドローン撮影写真（新駅側から東を望む） 

ドローン撮影写真（交差点側から西を望む） 

新富山口駅の開業記念式典 

新富山口駅東口駅舎 
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MMS測量機本体

技術レポート        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

      3. TLS・MMS導入の項目      

 当工事において地上レーザースキャナー（TLS）・

地上移動体搭載型レーザー（MMS）測量技術を活用

した項目を以下に示す。 

① 3次元起工測量（TLS） ICT施工技術 

② 3次元設計データ作成 

③ 路面性状の測定（MMS） 
３－1 ３次元起工測量 

 TLSもしくは MMSを用いて行う方法があるが、 

本工事では TLSによる３次元起工測量を採用した。                  

従来の現況測量では、車線上の計測する位置まで計

測器などを移動させ、走行してくる車両に注意しな

がら測定をしなければならない状況であった。  

【写真－2】 

 これに対して、TLSは計測機を車線上に設置する

必要がないため、交通量の多い現場でも日中の測量

作業で対応可能で、夜間作業による交通事故の危険

性が低下し安全作業が行える。【写真－3】また、

測定箇所を広範囲かつ面的に測定でき、必要に応じ

て測点を追加できるため、現場での再測量の作業が

発生しない。                
  

                               
    
        
 

 

 

 

 
 

 

 

【図－2 取得点群で作成した 3次元設計データ】 

 

３－２ 路面性状測量 

MMS測量機【写真-4】には 3次元レーザースキャ

ナー・ GNSS・カメラ・各種センサーが搭載されて

おり、移動しながらでも正確に周囲の計測が可能で

あり、レーザースキャナーでの計測と同時に写真も

撮影するため、路面のひび割れ調査にも活用可能で

ある。今回の現場では、路面評価測定に使用した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【写真－4 MMS測量機本体】 

      4. TLS・MMS導入効果      

前者の 2項の測量方法を比較すると従来行われて

きた測量方法では、いずれも走行車線に立入っての

作業となるため、本線に車線規制をかけなければな

らなかったが、本工事で採用した測量方法では必要

最低限（路肩規制・速度制限）で済み、交通渋滞や

交通災害に関するリスクを大幅に低減することが出

来た。また、現場での測量を行う作業人員・日数を

短縮することができた。【表－1】 
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        5. おわりに         

 本工事において、建設現場の生産性・安全性の向

上に、ICTの活用が有効であることが確認できた。

今後その効果を最大に発揮するため、ICT活用に関

する講習会や現場見学会に積極的に参加し、自身の

スキルアップに繋げていきたい。 

 

 

 

●問い合わせ先 

株式会社 水倉組 舗道部  相馬 勇 

TEL（0254）52-3101 

【写真－2 従来の横断測量】 

【写真－3 TLSによる現況測量】 

TLSより道路形形状を  

約 60ｍ毎に計測すること
で密度の濃い現況点群を 

取得。 

 

従来の横断測量から  

TLS測量方法を採用 

※ TLSからの最大測定距離は 300mであるが

機械からの計測距離が遠いほど点群の密度が

薄くなるため正確な現況が測定できない 

約 1.8㎞を 60ｍ毎に計測 

TLSによる現況測量
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CADデータを事前登録し、杭ナビと
連動するとプリズムマンの現在地が
CAD図上に標記されおおよその位置
出し可能。▶P.7

加温による浄化促進のメカニズム
▶P.9

 

常温時（約15～17℃） 浄化に最適な温度（25～30℃）
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加温の効果で
溶出した汚染物質

加温の効果で
活性化した分解微生物

汚染物質の
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図-2 加温による浄化促進のメカニズム 
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図-3 室内分解試験結果 

 

 35℃では、VOCsのテトラクロロエチレン（以下、

PCE）、トリクロロエチレン（以下、TCE）の分解は

認められたが、シス-1,2-ジクロロエチレン（以下、

cDCE）の分解は認められなかった。 

 15℃では、PCE、TCE、cDCEの分解は認められたが、

cDCEの分解速度は遅い結果となった。 

 一方、30℃、25℃、20℃では、PCE、TCE、cDCE、

クロロエチレン（以下、VC）の分解が認められた。 

 浄化期間は、25℃の条件で最も短く、試験開始7

週間で、VCが0.01mg/L以下まで低減しており、適し

た温度に加温することでVOCsの分解が促進すること

が確認された。 

 

 原位置浄化工法では、浄化剤を地盤内に均一に拡

散させることが重要である。しかし、地盤の不均質

性が原因で、浄化剤が均一に拡散しない場合があり、

VOCsの浄化不良の原因となるおそれがあった。図-4

に温促バイオの開発に併せて開発した蛍光トレーサ

ーを用いた制御システムの概要を示す3)。 

地下水の流れ

注入

注入管 観測管

揚水

加温浄化剤

トレーサー
（蛍光染料）

地盤

揚水管

トレーサー（蛍光染料）
濃度の計測

加温浄化剤
濃度の推定

加温浄化剤

トレーサー
（蛍光染料）

 

図-4 蛍光トレーサーを用いた制御システムの概要 

 

 本システムでは、地盤内で加温浄化剤と挙動が類

似し、かつ現地での分析が可能な蛍光トレーサーを

加温浄化剤に混合し、加温浄化剤の地盤内での拡散

状況を把握した。 

 蛍光トレーサーの拡散状況を踏まえ、加温浄化剤

の温度や注入量を制御するとともに、注入位置と揚

水位置を運転制御に反映させることで浄化対象範囲

を微生物分解に適した条件に維持することが可能と

なる。 

 なお、蛍光トレーサーには、地下水流動調査での

トレーサー剤として実績があり環境負荷が低い物質

を選定した。 

 

 対象地の土質断面図を図-5に示す。また、実証試

験開始前のVOCs地下水濃度分布および土壌溶出量濃

度を図-6に示す。 

 対象地は工場敷地内であり、過去にPCEおよびTCE

の使用履歴がある土地である。浄化対象深度は

GL-10.5～15.0mの細砂主体の帯水層であり、平面規

模約160m2（18m×9m）の地下水汚染範囲（対象土量：

720m3）を浄化対象範囲とした。 
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図-5 地盤概要 

４．蛍光トレーサーを用いた加温浄化剤の注入制御 

５．実汚染サイトにおける実証試験の概要 

モデル工事を通じた上越地域整備部
での研修会▶P.17

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

先輩なう！

22 地域の歴史を後世へつなぐ
■■北陸地方整備局　道路部　道路管理課　三五　彬喜　さん
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■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・工事車両無音誘導機器（おとなしくん）
　【登録番号：2021D101】
　福田道路（株）

・専用架台と２種類のカメラを用いた集水井内の点検技術
　【登録番号：2021D102】
　（株）興和

・2.0㎡の谷積大型ブロック張
　【登録番号：2021D103】
　（株）アドヴァンス

北陸地方整備局　道路部　道路管理課
三五　彬喜　さん▶P.22

工事車両無音誘導機器（おとなしくん）
▶P.23

2.0㎡の谷積大型ブロック張▶P.23
専用架台と２種類のカメラを用いた集水井内の点検技術▶P.23

■東海北陸自動車道　４車線化事業
　2021年11月、東海北陸自動車道 南砺スマートICから小矢部砺波JCT間約1.8kmの４車
線化が完成しました。
　４車線化により対面通行が解消され、時間信頼性の向上、安全性やネットワーク信頼性
の向上、機能強化による災害時のリダンダンシーの確保が期待されます。
　白川郷ICから小矢部砺波JCT間で事業中の区間につきましては、引き続き鋭意事業を進
めてまいります。皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

・開通年月日：2021年11月10日


